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　寒さの中にも春の訪れを感じる今日この頃です。学校の桜の木をよく見ると、芽が出始めて、花を

咲かせる準備をしています。今年度も、あっという間に一年間のまとめとなる時期になりました。残

り少ない３学期、一日一日を大切にして、クラスの友達や先生と多くの思い出をつくってほしいと思

います。これから是非、御家庭でも卒業や進級を前にして一年間を振り返り、お子様の成長を一緒に

 喜んでいただけたらと思います。

 

滋賀県甲賀市立柏木小とのオンライン交流  

　２月１３日(火)、滋賀県の柏木小学校と「かんぴょう」つながりで５・６年生がオンラインで交流

を図る特別授業を行いました。お互いの学校紹介をしたり、かんぴょう栽培について発表したりと盛

りだくさんの内容となりました。当日は、たくさんの報道機関の方々も多数来校し、本校の取組を広

 く発信することができました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感謝の気持ちを伝えた「６年生を送る会」  

　２月２２日(木)、藤井っ子タイム～４校時に、「６年生を送る会」が行われました。なかよし(縦

割り)班ごとに体育館に集まり、一緒にゲームをしたり歌や色紙のプレゼントをしたりと感謝の気持

ちを立派に表現することができました。きっと６年生の胸にも感謝の気持ちが伝わったことと思い

ます。６年生にとっての小学校生活は、お互いを認め、助け合いながら元気いっぱい過ごした６年

間だったと思います。６年生となったこの１年間は、学校のリーダーとしてフル回転の毎日でした。

藤井小学校で学んだことに自信をもって巣立ってほしいです。また、１年～５年生のみなさんには、

６年生からいろいろやってもらったことを決して忘れることなく、次の藤井小学校の歴史を作って

ほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

揺籃の藤洗心の松

教育目標　 豊かな心で助け合う子供　 よく考え進んで学習する子供　 健康でたくましい子供　
　 　 ～洗心の松のように大きく根を張り、揺籃の藤のように美しく、たくましい大木になろう～



校章旗が新しくなりました！  

　創立１５０周年を記念して、毛塚俊照様

より「先代からお世話になった藤井小学校

の教育や子供たちのために活用してほし

い」と多額の寄付をいただき、校章旗を製

作することができました。校章旗は卒業式

にお披露目いたします。また、児童にはタ

ブレットで使用できるタッチペンを一人一

人に寄贈していただきました。誠にありが

 とうございました。

 

１年間ありがとうございました！  

　今年度最後の学校だよりとなりました。この１年間、保護者、地域の皆様には、多大な御支援と御

協力をいただきましたことに心より感謝申し上げます。ありがとうございました。新年度も子供たち

一人一人が安心して学ぶことができ、子供たちの笑顔があふれる藤井小学校を目指していきたいと思

います。新年度も「洗心の松のように大きく根を張り、揺籃の藤のように美しく、たくましい」藤井

 っ子の育成のためにどうぞよろしくお願いします。

 

※本校には、壬生小学校区にお住いの方も通学できます。事前に連絡をいただければ、

いつでも学校の様子を見学できます。 

※詳細は藤井小学校ホームページをご覧ください。子供たちの活動の様子がたくさん紹

介されています。スマホ・携帯電話からもご覧になれます。左のQRコードを携帯のバー

コードリーダー機能で読み取ってご覧ください。

  学校地域支援ボランティアとの連携で感動いっぱい！  

 

　２月９日(金 )、２年生の国語『スーホ
ーの白い馬』で出前授業が行われました。
当日は国際理解教育「モンゴルを知ろう」
や音楽の学習で５年生も参加しました。
那須町のモンゴリアンビレッジからお二

人の講師が来校し、モンゴルの位置や文
化、すばらしい馬頭琴の演奏をしてくだ
さいました。子供たちは馬頭琴の美しい

 音色に感動し、聞き入っていました。
 

  ２月１４日(水)、６年生が卒業制作と
して書道教室を行いました。本校では毎
年この時期に６年生が書道家の岸先生に
教わりながら、今の思いや夢などを力強
く大きな紙に書いています。今回の作品

は、卒業式に体育館に掲示し、たくさん
の人に見てもらう予定です。そのため写
真は白塗りにしてあります。お楽しみに。 

　２月２０日(火)、６年生が日本文化体
験として茶道教室を行いました。講師に

は倉持先生と若森先生をお招きしました。
初めて体験することばかりで、子供たち
は緊張している様子も見られましたが、
先生が優しくていねいに教えてくださっ
たおかげで、とても楽しく学ぶことがで

きました。卒業式前には華道教室も予定
されています。 

　本校では授業のねらいが十分に達成できるように、可能な限り、子供たちに「本物」や「一流」
 に触れさせ、感動を味わわせたいと考えています。


